
  

 

 

 

 

５／２７（水） 第１回：領域１「家庭教育支援の理解」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親 業 訓 練 協会 親 業 イ ン ス ト ラ ク タ ー   

波 多 野  ゆか  氏  

【 第 １ 回 ：参 加 者 の 声 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇時 代の 変化 に 伴い 多様 性を理解 したう えで、一 人一 人 の環 境 に合わ せ寄 り 添い 、 

支援していくことが必要だと感じました。 

〇「聴く」ことについて改めて気付かされる話がたくさんありました。話を聞き終わ

る前に推測して話を進めてしまうことがあるので、反省いたしました。聴く力を意

識して身に付けていきたいと感じました。 

〇初めて家庭教育を担当し、一番気になっていた家庭教育支援と子育て支援の違いを

知ることができてよかったです。子供が子供らしく生きていくために、親への教育

機会や支援が必要なことも分かりました。 



６／１０（水） 第２回：領域２「親子の理解とかかわり方」  

 

 

 

【 第 ２ 回 ：参 加 者 の 声 】  

 

 

 

 

 

 

 

６／１７（水）第３回：領域３「総合的な理解～地域活動、父親の教育参画」 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

株 式 会 社 ペン ギ ン エ デ ュ ケ ー シ ョ ン  

代 表 取 締 役 横 田  智 史  氏  

【 第 ３ 回 ：参 加 者 の 声 】  

 

 

 

 

尚 絅 学 院 大学  

心 理 ・ 教 育学 群 子 ど も 学 類  

教  授   相  馬  亮  氏  

○絵の描き方という新しい視点から子供の発達を理解できることができ、大変勉強にな

りました。大人の声掛け一つが子供の想像力や可能性を狭めてしまうということを改

めて認識しました。 

〇子供の絵から見える発達段階と、保護者の声掛けについて、とても分かりやすく、驚

きの多い研修内容でした。自分の周りの大人にも、この学びで得た気づきを広めたい

と思いました。また、前後の席の方々と一緒に考えることもでき、とても有意義であ

っという間の時間でした。 

〇子供が生まれ、自分の父母、夫の父母とも、より仲良くなりました。子供を通して、地

域の新たなつながりもできています。周りの子育て世代にも、優しく、伝えていきたい

です。 

〇父親の 育児参画は家庭の問題ではなく、少子化問題とも関わっていることを改めて考

えさせら れました。時代とともに父親も地域も一体となった家庭教育が推進されるこ

とを願っております。 


